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本
書
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イ
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史
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の
翻
訳
で
あ
る
。
　
一
九
六
二
年
の
渡
伊
後
イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
研
究

を
続
け
ら
れ
た
著
者
は
、
一
九
七
七
年
置
ロ
ー
ニ
ャ
大
学
文
学
部
教
授
と
な

り
、
そ
の
後
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
大
学
文
学
部
で
も
教
鞭
を
執
ら
れ
た
。
日
本
よ

り
は
む
し
ろ
イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
活
躍
し
、
そ
こ
で
生
涯
を
閉
じ
ら
れ
た
研

究
者
で
あ
る
が
、
そ
の
間
の
苦
労
や
著
者
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
対
す
る
思
い

は
、
本
書
に
差
し
挾
ま
れ
た
星
野
陽
子
夫
人
の
エ
ッ
セ
イ
に
語
ら
れ
て
い
る
。

本
書
の
表
題
と
も
な
っ
て
い
る
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
毛
織
物
工
業
は
、
著
者
が
イ

タ
リ
ア
各
地
の
古
文
書
館
に
残
る
膨
大
な
史
料
の
山
と
闘
い
な
が
ら
、
文
字

通
り
生
涯
か
け
て
追
求
し
て
こ
ら
れ
た
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。
一
方
、
訳
老
齊

藤
氏
は
、
生
前
の
著
者
と
も
親
し
か
っ
た
我
が
国
の
イ
タ
リ
ア
中
近
世
経
済

史
の
第
一
人
者
で
あ
る
。
著
者
が
他
界
し
て
い
る
以
上
、
翻
訳
者
と
し
て
は

最
適
任
で
あ
り
、
本
書
訳
出
の
労
を
取
ら
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、
こ
こ
に
感

謝
と
敬
意
を
表
し
た
い
。

　
さ
て
、
本
書
は
、
わ
が
国
の
西
洋
史
学
が
本
国
の
研
究
と
あ
ら
ゆ
る
面
で

対
等
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
立
ち
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学
界
で
独
自
の
立
場
を
主
張
し

え
た
先
駆
的
研
究
の
一
つ
で
あ
る
。
故
に
、
貴
重
な
書
で
あ
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
く
、
原
著
の
価
値
に
つ
い
て
は
、
既
に
故
清
水
廣
一
郎
氏
が
一
九

入
○
年
の
『
回
顧
と
展
望
』
で
余
す
と
こ
ろ
無
く
述
べ
、
本
書
の
特
微
で
あ

る
実
証
性
の
高
さ
、
国
際
的
連
関
の
中
で
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
毛
織
物
工
業
を
捉

え
る
と
い
う
日
本
人
な
ら
で
は
の
視
点
の
新
し
さ
、
ポ
レ
ミ
ッ
ク
な
色
彩
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

つ
い
て
も
、
簡
潔
か
つ
的
確
に
評
価
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
経
済
史
の
専
門

的
な
観
点
か
ら
は
、
す
で
に
訳
者
で
も
あ
る
齊
藤
氏
の
書
評
が
出
て
お
り
、

星
野
氏
の
業
績
を
高
く
評
価
す
る
～
方
で
、
一
四
世
紀
前
半
の
毛
織
物
生
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

量
の
推
定
方
法
に
関
し
て
は
根
本
的
な
疑
問
を
提
示
し
て
い
る
。
従
っ
て
、

こ
こ
で
そ
れ
ら
を
繰
り
返
す
必
要
は
な
か
ろ
う
。
た
だ
、
両
者
と
も
十
数
年

前
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
我
が
国
の
学
界
に
お
け
る
原
著
の
記

憶
は
い
く
ぶ
ん
薄
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、

今
回
、
現
在
も
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
毛
織
物
工
業
研
究
の
ト
ッ
プ
レ
ヴ
ェ
ル
に
位

置
す
る
本
書
が
、
日
本
の
読
者
の
た
め
に
翻
訳
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
本

紙
で
原
著
の
内
容
を
改
め
て
紹
介
し
、
そ
の
価
値
を
論
ず
る
こ
と
は
、
十
分

意
味
あ
る
こ
と
だ
と
考
え
る
。

　
最
初
に
、
本
書
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
少
し
述
べ
て
お
こ
う
。
フ
ィ
レ
ン
ツ

ェ
と
い
え
ば
、
ル
ネ
サ
ン
ス
時
代
に
開
花
し
た
文
化
の
豊
か
さ
や
、
現
在
ま

で
古
文
書
館
に
残
さ
れ
て
い
る
下
墨
な
史
料
ゆ
え
、
古
今
東
西
さ
ま
ざ
ま
な

歴
史
家
の
注
目
を
集
め
て
い
る
都
市
で
あ
る
。
が
、
一
三
世
紀
後
半
一
一
六

世
紀
に
お
け
る
経
済
的
繁
栄
も
、
多
く
の
研
究
老
の
関
心
を
集
め
て
き
た
重

要
な
理
由
で
あ
り
、
同
市
の
経
済
活
動
、
特
に
当
時
の
イ
タ
リ
ア
の
代
表
的
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な
産
業
で
あ
っ
た
毛
織
物
工
業
に
つ
い
て
は
、
古
く
は
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る

「
資
本
主
義
化
」
の
観
点
か
ら
、
ド
ー
レ
ン
を
筆
頭
に
様
々
な
議
論
が
な
さ

　
　
　
③

れ
て
き
た
。
現
在
で
は
、
そ
の
よ
う
な
議
論
が
活
発
に
行
な
わ
れ
る
こ
と
は

少
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
毛
織
物
工
業
が
、
商
業
・
金
融
業
な
ど
と
並
ん
で

中
世
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
経
済
の
繁
栄
を
支
え
た
重
要
な
産
業
で
あ
っ
た
こ
と
に

は
か
わ
り
な
い
。
さ
ら
に
当
時
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
毛
織
物
は
高
級
品
と
し
て

各
地
で
名
声
を
博
し
て
い
た
。
星
野
氏
が
、
イ
タ
リ
ア
留
学
以
前
か
ら
一
貫

し
て
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
毛
織
物
工
業
へ
の
関
心
を
持
続
さ
れ
た
の
も
、
当
然
と

い
え
よ
う
。

　
し
か
し
、
著
者
が
渡
伊
以
前
に
行
な
っ
た
研
究
は
、
封
建
制
か
ら
資
本
主

義
へ
の
移
行
過
程
に
お
け
る
イ
タ
リ
ア
の
特
殊
性
と
い
う
観
点
か
ら
フ
ィ
レ

ン
ツ
ェ
毛
織
物
工
業
を
研
究
す
る
と
い
う
性
格
が
強
く
、
史
料
的
に
も
理
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

的
に
も
現
在
の
研
究
水
準
か
ら
は
問
題
を
含
む
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
そ

れ
は
、
星
野
氏
寒
入
の
問
題
と
い
う
よ
り
、
我
が
国
の
学
界
事
情
や
、
フ
ィ

レ
ン
ツ
ェ
毛
織
物
工
業
に
関
す
る
当
時
の
国
際
的
な
研
究
レ
ヴ
ェ
ル
自
体
の

限
界
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
イ
タ
リ
ア
留
学
後
星
野
氏
が
発
衷
さ
れ
た
論

考
は
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
研
究
の
遅
れ
を
埋
め
、
中
世
後
期
の
フ
ィ
レ
ン

ツ
ェ
毛
織
物
工
業
の
実
像
に
迫
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
は

い
わ
ば
そ
の
集
大
成
で
あ
り
、
そ
こ
に
お
い
て
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
毛
織
物
工
業

の
歴
史
的
安
定
性
が
主
張
さ
れ
る
と
共
に
、
そ
の
質
的
転
換
の
経
緯
が
詳
ら

か
に
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
で
は
以
下
、
書
契
ご
と
に
、
よ
り
詳
し
く
内
容

を
み
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

二

　
ま
ず
、
序
言
で
は
、
本
書
の
研
究
史
上
の
意
義
が
述
べ
ら
れ
る
。
従
来
、

経
済
史
家
た
ち
は
、
史
料
不
足
と
経
済
史
的
先
入
見
か
ら
、
中
世
後
期
の
フ

ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
毛
織
物
工
業
の
盛
衰
を
、
一
四
世
紀
の
危
機
な
い
し
経
済
不

溌
と
関
連
づ
け
て
描
く
こ
と
で
満
足
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し

て
本
書
は
、
量
的
変
化
を
確
実
に
跡
付
け
ら
れ
な
い
場
合
、
利
用
可
能
な
史

料
を
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
い
か
に
質
的
方
面
か
ら
経
済
史
を
描
く
か
と
い
う

課
題
に
挑
戦
し
、
同
工
業
の
真
の
姿
に
迫
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
第
一
章
は
、
「
中
世
後
期
の
関
税
蓑
や
諸
税
表
か
ら
み
た
イ
タ
リ
ア
毛
織

物
の
歴
史
地
理
」
と
題
し
、
イ
タ
リ
ア
の
毛
織
物
工
業
全
体
の
中
で
フ
ィ
レ

ン
ツ
ェ
の
毛
織
物
工
業
が
占
め
て
い
た
地
位
を
明
ら
か
に
す
る
。
著
者
が
関

連
文
献
を
網
羅
的
に
渉
猟
し
、
さ
ら
に
各
地
の
古
文
書
館
を
訪
問
し
て
収
拾

し
た
、
＝
二
世
紀
初
か
ら
一
五
世
紀
初
に
わ
た
る
三
五
都
市
の
デ
ー
タ
に
よ

る
と
、
次
の
審
実
が
明
ら
か
に
な
る
。
ま
ず
、
＝
瓜
世
紀
前
半
、
イ
タ
リ
ア

市
場
に
お
い
て
優
勢
だ
っ
た
の
は
フ
ラ
ン
ス
毛
織
物
と
呼
ば
れ
る
フ
ラ
ン
ド

ル
を
中
心
と
す
る
輸
入
毛
織
物
製
品
で
あ
っ
た
。
当
時
イ
タ
リ
ア
産
の
毛
織

物
で
み
ら
れ
る
の
は
、
わ
ず
か
に
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
地
方
の
物
だ
け
で
あ
る
。

ま
た
、
　
三
世
紀
後
半
に
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
毛
織
物
が
各
地
の
税
表
に
登
場

し
は
じ
め
る
が
、
こ
の
毛
織
物
は
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
産
の
毛
織
物
と
大
し
て

質
的
に
違
わ
な
い
安
価
な
も
の
で
あ
り
、
高
級
な
フ
ラ
ン
ス
毛
織
物
に
は
匹

敵
し
な
か
っ
た
。
即
ち
、
一
四
世
紀
初
ま
で
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
毛
織
物
の
質

は
、
イ
タ
リ
ア
北
部
の
多
く
の
都
市
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
ず
、
最
高
級
毛
織
物

に
関
し
て
は
、
フ
ラ
ン
ド
ル
製
品
が
市
場
を
完
全
に
独
占
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
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蒐書

　
で
は
、
い
っ
か
ら
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
毛
織
物
が
イ
タ
リ
ア
市
場
に
輸
出
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
第
二
章
コ
四
世
紀
中
葉
ま
で
の
フ
ィ

レ
ン
ツ
ェ
毛
織
物
の
価
格
と
市
場
」
に
よ
る
と
、
そ
れ
は
、
　
＝
二
世
紀
末
以

降
で
あ
る
。
こ
の
時
期
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
毛
織
物
の
輸
出
が
増
大
し
、
本
格
的

な
商
業
進
出
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
同
市
の
商
人
階
層
が
、

教
皇
と
の
政
治
的
結
び
つ
き
の
お
か
げ
で
、
経
済
的
に
躍
進
し
た
た
め
で
あ

っ
た
。
つ
ま
り
品
質
改
良
に
よ
っ
て
市
場
が
拡
大
し
た
の
で
は
な
く
、
専
ら

最
初
の
商
業
進
出
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
グ
ェ
ル
フ
ァ
化
（
教
皇
融
化
）
と
い

う
政
治
的
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
開
拓

さ
れ
た
市
場
は
、
主
に
イ
タ
リ
ア
内
部
で
あ
り
、
特
に
重
要
で
あ
っ
た
の
は

競
争
相
手
の
少
な
い
南
部
で
あ
っ
た
。
ま
た
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
市
内
へ
の
卸
売

り
も
無
視
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
一
四
世
紀
前
半
に
お
い
て
は
高
級
毛

織
物
と
し
て
は
ま
だ
ま
だ
フ
ラ
ン
ス
毛
織
物
が
優
勢
で
あ
っ
た
。
一
三
二
〇

年
代
に
は
価
格
の
上
昇
が
み
ら
れ
る
と
い
う
も
の
の
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
製
品

は
、
ま
だ
質
的
に
フ
ラ
ン
ス
毛
織
物
に
及
ば
な
か
っ
た
。

　
第
三
章
「
一
四
世
紀
の
西
欧
経
済
事
情
と
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
工
業
化
」
に

お
い
て
、
よ
う
や
く
我
々
は
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
毛
織
物
工
業
の
最
初
の
構
造

転
換
、
す
な
わ
ち
高
級
毛
織
物
生
産
へ
の
特
昇
と
、
地
中
海
市
場
の
最
高
級

毛
織
物
に
関
す
る
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
独
占
体
制
の
開
始
を
目
の
あ
た
り
に
す

る
こ
と
に
な
る
。
従
来
、
経
済
史
家
た
ち
は
、
イ
タ
リ
ア
、
と
り
わ
け
フ
ィ

レ
ン
ツ
ェ
の
工
業
化
の
進
行
を
、
　
＝
二
世
紀
末
の
西
欧
経
済
の
構
造
変
化

i
フ
ラ
ン
ド
ル
の
毛
織
物
工
業
の
危
機
・
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
の
諸
定
期
市

の
性
格
変
化
な
ど
一
と
関
連
づ
け
て
説
明
し
て
き
た
。
例
え
ば
、
イ
ギ
リ

ス
で
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
商
人
が
活
発
に
活
動
し
た
こ
と
を
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
へ

の
イ
ギ
リ
ス
原
毛
（
他
の
羊
毛
に
比
べ
て
品
質
が
良
い
）
の
大
量
輸
入
と
結

び
つ
け
、
こ
れ
が
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
お
け
る
最
高
級
毛
織
物
生
産
の
白
化
に

つ
な
が
っ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
あ
ま
り
に
短
絡
的
で
、

当
時
の
毛
織
物
組
合
の
規
約
、
毛
織
物
工
業
組
合
の
仲
買
人
の
手
数
料
金
表

な
ど
を
検
討
す
る
と
、
西
地
中
海
を
中
心
と
す
る
様
々
な
地
域
の
羊
毛
が
言

及
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
｝
四
世
紀
前
半
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
は
イ
タ

リ
ア
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
地
域
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
タ
イ
プ
の
羊
毛
を
輸
入
し
、

低
品
質
か
ら
フ
ラ
ン
ド
ル
ー
ブ
ラ
バ
ソ
に
は
及
ば
な
い
と
は
い
え
あ
る
程
度

高
品
質
ま
で
、
種
々
の
毛
織
物
を
生
産
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
た
だ
し
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
毛
織
物
工
業
は
一
四
世
紀
前
半
ま
っ
た
く
変

化
し
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
＝
一
三
〇
年
代
に
は
「
フ
ラ
ン

ス
風
」
と
呼
ば
れ
る
新
し
い
タ
イ
プ
の
毛
織
物
が
登
場
す
る
し
、
組
合
の
規

約
か
ら
も
、
こ
の
時
期
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
毛
織
物
組
合
が
品
質
の
改
良
に
努

力
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。
＝
二
二
〇
年
代
に
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ

毛
織
物
価
格
の
上
昇
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
が
良
質
の
イ
ギ
リ
ス
原
毛
を
使

用
し
た
「
フ
ラ
ン
ス
風
」
の
模
造
品
の
製
造
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確

実
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
こ
の
＝
一
三
〇
年
代
と
い
う
の
は
、
フ
ラ
ン
ド
ル
諸

地
方
に
お
け
る
毛
織
物
工
業
の
衰
退
の
開
始
時
期
で
も
あ
っ
た
。
フ
ィ
レ
ン

ツ
ェ
の
織
元
た
ち
は
、
ブ
ラ
ン
ド
ル
、
つ
い
で
ブ
ラ
バ
ソ
地
方
の
衰
退
に
伴

い
、
イ
タ
リ
ア
市
場
や
レ
ヴ
ァ
ン
ト
市
場
向
け
に
伝
統
的
な
フ
ラ
ン
ス
毛
織

物
の
代
替
え
品
を
提
供
し
始
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
模
造
品
生
産
に
よ
っ
て
、

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
毛
織
物
工
業
は
質
的
向
上
を
開
始
し
、
一
四
世
紀
宋
に
は
、

地
中
海
地
域
の
最
高
級
毛
織
物
市
場
を
、
ほ
ぼ
完
全
に
独
占
す
る
。
そ
し
て
、

つ
い
に
は
イ
タ
リ
ア
の
他
の
地
方
で
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
毛
織
物
の
模
造
晶
さ

え
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
第
四
章
コ
四
世
紀
後
半
か
ら
一
五
世
紀
初
頭
ま
で
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
毛
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織
物
の
発
展
」
で
は
、
ま
ず
、
｝
三
五
五
－
七
〇
年
に
活
動
し
た
デ
ル
・
べ

ー
ネ
会
社
の
経
営
の
実
態
を
詳
ら
か
に
す
る
こ
と
か
ら
、
当
該
時
期
の
フ
ィ

レ
ン
ツ
ェ
毛
織
物
工
業
の
実
像
に
迫
ろ
う
と
す
る
。
同
社
の
資
本
金
、
利
潤

の
分
配
、
原
毛
の
輪
入
状
況
、
毛
織
物
の
生
産
量
、
雇
用
者
の
種
類
と
人
数
、

支
店
の
開
設
と
そ
の
活
動
内
容
な
ど
を
、
史
料
か
ら
可
能
な
限
り
復
元
し
、

同
社
が
高
級
毛
織
物
の
生
産
に
特
化
し
て
い
た
こ
と
、
初
期
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
、
つ
い
で
ナ
ポ
リ
を
主
な
販
売
拠
点
と
し
て
い
た
こ
と
、
＝
二
六
〇
年
代

に
は
経
済
不
況
の
波
を
被
っ
た
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
次
い
で
著

者
は
、
こ
の
会
社
の
経
験
に
、
他
の
会
社
の
例
を
付
け
加
え
、
一
般
的
考
察

を
試
み
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
＝
二
二
〇
年
代
に
始
ま
り
、
そ
れ
に
続
く
時

期
に
進
展
し
た
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
お
け
る
高
級
品
生
産
へ
の
蝶
々
の
過
程
は
、

国
際
的
金
融
会
社
の
倒
産
や
黒
死
病
の
到
来
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
断
す
る

こ
と
な
く
進
行
し
た
。
ま
た
、
＝
二
六
〇
年
代
末
高
級
毛
織
物
は
過
剰
生
産

に
よ
り
壊
滅
的
な
打
攣
を
受
け
る
が
、
同
じ
頃
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
毛
織
物
工

業
の
一
部
で
は
レ
ヴ
ァ
ン
ト
市
場
へ
の
進
出
が
開
始
、
な
い
し
再
開
さ
れ
て

い
た
た
め
、
毛
織
物
工
業
全
体
と
し
て
は
大
き
な
打
撃
は
受
け
な
か
っ
た
。

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
毛
織
物
工
業
は
一
四
世
紀
後
半
も
順
調
に
発
展
し
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。

　
で
は
、
一
四
世
紀
を
通
じ
て
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
毛
織
物
生
産
量
は
ど
の

程
度
だ
っ
た
の
か
。
著
者
が
利
用
で
き
る
限
り
の
史
料
と
状
況
証
拠
か
ら
行

な
っ
た
推
論
に
よ
る
と
、
「
一
四
世
紀
前
半
に
お
け
る
毛
織
物
工
業
の
繁
栄
」

神
話
の
論
拠
と
な
っ
た
、
年
代
記
作
者
ヴ
ィ
ッ
ラ
ー
二
の
提
示
し
た
有
名
な

数
字
（
年
間
焦
産
量
七
万
－
八
万
反
）
に
つ
い
て
は
、
全
く
否
定
的
な
評
価

を
下
さ
ざ
る
を
え
な
い
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
｝
四
世
紀
は
前
後
半
通
じ
て
二

万
反
i
三
万
反
、
一
五
世
紀
前
半
は
一
万
一
千
反
…
一
万
二
千
反
が
妥
当
な

線
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
最
後
に
、
一
四
世
紀
後
半
以
降
フ
ィ
レ

ン
ツ
ェ
の
毛
織
物
は
、
サ
ン
・
マ
ル
テ
ィ
ー
ノ
区
で
生
産
さ
れ
る
高
級
品
「
サ

ン
・
マ
ル
テ
ィ
ー
ノ
毛
織
物
」
と
、
他
の
地
区
で
よ
り
安
価
な
原
毛
を
利
用

し
て
生
産
さ
れ
る
二
級
品
「
ガ
ル
ポ
毛
織
物
」
に
分
化
し
始
め
た
こ
と
が
述

べ
ら
れ
る
。

　
第
五
章
、
コ
五
世
紀
後
半
に
お
け
る
毛
織
物
工
業
の
構
造
変
化
」
で
は
、

当
該
時
期
に
お
け
る
毛
織
物
生
産
の
回
復
と
「
ガ
ル
ポ
化
」
の
問
題
が
中
心

に
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
ま
ず
、
一
五
世
紀
前
半
に
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
毛
織
物
工

業
は
停
滞
期
を
む
か
え
、
そ
の
生
産
量
は
減
少
し
た
。
そ
の
原
因
は
定
か
で

は
な
い
が
、
財
政
負
担
の
増
大
や
原
毛
の
不
足
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
が
一

五
世
紀
後
半
も
続
き
、
こ
の
時
期
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
毛
織
物
工
業
は
衰
退
し
た

と
す
る
の
が
ド
ー
レ
ソ
説
で
あ
る
。
が
、
著
者
は
、
ド
ー
レ
ン
が
フ
ィ
レ
ン

ツ
ェ
毛
織
物
工
業
の
衰
退
の
印
と
と
っ
た
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
国
内
に
お
け
る
外

国
製
晶
の
侵
入
や
地
元
製
品
の
不
足
を
、
む
し
ろ
外
国
向
け
の
輸
出
が
増
大

し
た
か
ら
だ
と
解
釈
し
、
同
工
業
は
回
復
に
向
か
っ
た
と
す
る
。
こ
れ
は
単

な
る
推
論
で
は
な
く
、
生
産
が
前
半
よ
り
増
大
し
た
こ
と
を
証
言
す
る
史
料

も
存
在
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
回
復
を
支
え
た
の
が
、
新
た
な
市
場
と
原
毛

輸
入
先
の
開
拓
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
、
一
五
世
紀
後
半
開
撮
さ
れ
た
市
場
で
も
っ
と
も
重
要
な
の
は
ト
ル

コ
方
面
で
あ
る
。
こ
の
地
方
の
需
要
に
応
じ
て
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
製
造
業
者

は
む
し
ろ
低
価
格
の
羊
毛
を
原
料
と
す
る
毛
織
物
の
生
産
を
め
ざ
し
、
多
く

の
織
元
が
こ
の
市
場
向
け
の
ガ
ル
ポ
毛
織
物
に
特
注
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
し
て
、
こ
の
毛
織
物
の
た
め
の
羊
毛
は
、
新
た
に
申
部
イ
タ
リ
ア
や

ス
ペ
イ
ン
か
ら
輸
入
さ
れ
た
。
こ
れ
が
一
五
世
紀
後
半
に
お
け
る
「
ガ
ル
ポ

化
」
で
あ
る
。
た
だ
し
、
高
級
な
「
サ
ン
ニ
、
ル
テ
ィ
ー
ノ
毛
織
物
」
の
生
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評

産
が
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
時
代
、
教
皇
た
ち
に
よ
っ
て
再
興

さ
れ
た
ロ
ー
マ
が
、
最
高
級
毛
織
物
の
重
要
な
新
市
場
を
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
織

元
に
与
え
た
の
で
あ
る
。
ま
た
イ
タ
リ
ア
南
部
も
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
最
高

級
毛
織
物
に
と
っ
て
重
要
な
販
路
で
あ
り
続
け
た
。

　
尚
、
至
論
で
は
、
毛
織
物
の
一
織
元
、
ア
ル
ビ
ッ
ツ
ィ
家
の
経
済
活
動
に

つ
い
て
、
今
ま
で
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
若
干
の
史
料
を
加
え
て
描
写
が
な
さ

れ
て
い
る
。

三

　
以
上
が
本
書
の
内
容
で
あ
る
が
、
一
見
し
て
非
常
に
専
門
的
な
こ
と
が
わ

か
る
で
あ
ろ
う
。
実
際
著
者
は
、
イ
タ
リ
ア
経
済
史
に
関
し
て
多
少
な
り
と

も
知
識
を
持
っ
た
人
を
対
象
と
し
て
お
り
、
本
書
を
日
本
語
で
出
版
す
る
意

志
は
持
っ
て
い
な
か
っ
た
ら
し
い
。
し
か
し
、
齋
藤
氏
が
「
訳
者
あ
と
が
き
」

で
正
当
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
毛
織
物
工
業
の
盛

衰
は
、
毛
織
物
工
業
組
合
の
織
元
や
そ
こ
で
働
く
人
々
を
通
し
て
、
当
時
の

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
政
治
や
社
会
と
も
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
い
た
。
そ
れ
故
、

本
書
の
内
容
は
、
経
済
史
家
の
み
な
ら
ず
広
く
一
般
の
歴
史
家
、
特
に
イ
タ

リ
ア
中
世
史
を
専
攻
す
る
も
の
に
と
っ
て
は
等
閑
視
で
き
な
い
テ
ー
マ
な
の

で
あ
る
。
ま
た
、
本
書
の
視
点
が
、
イ
タ
リ
ア
内
部
に
留
ま
ら
ず
、
国
際
的

に
活
躍
し
た
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
商
人
の
軌
跡
に
沿
っ
て
北
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
地

中
海
地
域
に
ま
で
及
ん
で
い
る
こ
と
は
、
本
書
の
重
要
性
が
単
に
イ
タ
リ
ア

史
に
限
定
さ
れ
な
い
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
従
来
、
フ
ィ
ン
ン
ツ
ェ
毛
織
物

工
業
の
盛
衰
に
つ
い
て
は
無
批
判
に
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
た
め
、

信
頼
で
き
る
基
本
的
文
献
が
賃
本
語
で
提
供
さ
れ
た
こ
と
の
功
績
は
大
き
い
。

我
々
後
学
の
徒
に
と
っ
て
も
非
常
に
有
り
難
く
、
本
書
訳
出
の
意
義
は
ま
さ

に
そ
こ
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
本
書
は
、
多
く
の
商
品
学
用
語
を
丁
寧

に
説
明
す
る
こ
と
で
、
当
時
の
公
証
人
文
書
等
の
史
料
を
読
ま
ね
ば
な
ら
な

い
研
究
者
に
、
貴
重
か
つ
有
益
な
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。
そ
の
点
も
、
本

書
の
有
用
性
と
し
て
高
く
評
価
で
き
よ
う
。

　
し
か
し
、
本
書
の
価
値
は
、
単
に
そ
の
テ
ー
マ
の
重
要
性
や
、
そ
こ
で
提

供
さ
れ
た
知
見
の
新
し
さ
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
、
細
か

な
史
料
分
析
を
、
い
か
に
し
て
広
い
視
野
を
持
つ
歴
史
変
化
の
中
に
位
置
づ

け
る
か
と
い
う
問
題
は
、
常
に
歴
史
研
究
者
に
突
き
つ
け
ら
れ
た
難
題
だ
が
、

本
書
は
「
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
毛
織
物
工
業
」
と
い
う
限
ら
れ
た
枠
内
と
は
い
え
、

見
事
に
そ
れ
に
成
功
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
著
者
は
、
会
社
帳
簿
等
の
新
た

な
史
料
発
掘
に
加
え
、
従
来
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
法
令
・
規
約
史
料
の
類
に

新
し
い
解
釈
を
施
す
な
ど
、
様
々
な
角
度
か
ら
毛
織
物
工
業
を
分
析
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
一
三
世
紀
末
か
ら
一
五
世
紀
ま
で
の
同
工
業
の
動
態
を
構
築

し
て
い
く
。
一
見
何
の
変
哲
も
な
い
関
税
資
料
や
毛
織
物
の
種
類
の
説
明
か

ら
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
毛
織
物
生
産
の
推
移
の
大
き
な
う
ね
り
が
再
生
さ
れ
て

い
く
様
は
、
謎
解
き
の
よ
う
で
あ
り
、
決
し
て
読
者
を
退
屈
さ
せ
な
い
。
本

書
が
そ
の
高
度
な
専
門
性
・
実
証
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
読
者
の
知
的
興
奮

を
掻
き
立
て
る
魅
力
的
な
書
足
り
得
て
る
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
デ
ー
タ
と
論

理
の
幸
福
な
結
合
に
よ
る
も
の
だ
と
言
え
よ
う
。
著
者
の
手
腕
に
は
敬
服
す

る
次
第
で
あ
る
。

　
と
は
言
う
も
の
の
、
本
書
全
体
を
振
り
返
っ
て
、
い
く
つ
か
気
に
な
っ
た

点
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
従
っ
て
以
下
、
三
点
に
ま
と
め
て
（
そ
の
内
の

ひ
と
つ
は
純
粋
に
訳
書
の
問
題
だ
が
）
、
そ
れ
ら
を
記
す
こ
と
に
し
た
い
。

　
ま
ず
、
原
著
と
は
関
係
の
な
い
訳
書
特
有
の
問
題
と
し
て
、
日
本
語
版
の

タ
イ
ト
ル
が
気
に
な
っ
た
。
本
訳
書
の
タ
イ
ト
ル
は
『
中
世
後
期
フ
ィ
レ
ン
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ツ
ェ
毛
織
物
工
業
史
』
と
な
っ
て
い
る
が
、
冒
頭
に
紹
介
し
た
よ
う
に
原
著

の
タ
イ
ト
ル
は
、
．
い
．
p
誹
①
α
巴
獲
㌶
奉
．
．
で
あ
っ
て
、
．
、
い
．
ヨ
仙
器
霞
猷
5
－

艮
曾
ρ
、
、
で
は
な
い
。
．
曽
8
．
と
は
、
英
語
の
．
㊤
洋
、
と
同
じ
く
「
技
」

と
か
「
特
殊
技
能
を
要
す
る
職
業
」
と
い
う
意
味
を
持
つ
語
で
、
さ
ら
に
中

世
の
イ
タ
リ
ア
で
は
同
職
組
合
を
も
指
し
た
言
葉
で
あ
る
。
こ
れ
は
評
者
の

推
測
に
す
ぎ
な
い
が
、
星
野
氏
は
、
中
世
イ
タ
リ
ア
の
毛
織
物
業
は
金
細
工

な
ど
と
同
じ
よ
う
に
職
人
芸
の
性
格
が
強
く
、
ド
ー
レ
ン
が
描
い
た
よ
う
な

資
本
家
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
か
ら
成
り
立
つ
工
業
で
は
な
い
、
と
い
う
考

え
か
ら
、
あ
る
い
は
毛
織
物
の
種
類
の
よ
う
な
技
術
的
な
話
や
毛
織
物
商
人
・

織
元
の
活
動
の
話
も
含
ん
だ
本
書
の
内
容
に
よ
り
即
し
て
い
る
と
い
う
考
え

か
ら
、
、
．
い
．
震
8
畠
9
冨
¢
コ
ρ
”
、
と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
付
け
ら
れ
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
そ
う
す
る
と
、
、
、
い
、
5
曾
ω
㌶
β
欝
艮
①
舜
、
、
に
相
等
す
る

「
毛
織
物
工
業
」
と
い
う
訳
語
で
は
、
原
著
の
タ
イ
ト
ル
の
も
つ
含
蓄
が
う

ま
く
伝
わ
ら
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
勿
論
、
我
が
国
の
学
界
で
は
、
毛
織
物

工
業
と
い
う
呼
び
方
が
定
着
し
て
い
る
と
い
う
事
情
も
あ
っ
た
ろ
う
が
、
注

で
説
明
す
る
な
ど
工
夫
の
仕
様
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
評
者
は
一

九
九
四
年
度
の
京
都
大
学
に
お
け
る
集
中
講
義
で
、
齊
藤
氏
自
身
か
ら
本
書

の
タ
イ
ト
ル
の
訳
語
に
迷
っ
た
と
い
う
話
を
耳
に
し
た
記
憶
が
あ
る
。
も
し

そ
う
な
ら
尚
更
、
注
か
後
書
き
で
訳
語
決
定
の
経
緯
を
詳
し
く
述
べ
て
い
た

だ
き
た
か
っ
た
。

　
次
に
、
本
書
は
、
毛
織
物
工
業
の
盛
衰
、
市
場
の
移
り
変
わ
り
や
製
品
の

質
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
明
確
な
歴
史
像
が
得
ら
れ
る
と
は
い
う
も
の
の
、

そ
れ
が
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
社
会
構
造
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
、
ま

た
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
と
い
う
都
市
世
界
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
か

に
つ
い
て
は
殆
ど
言
及
が
な
い
の
で
、
そ
の
点
が
惜
し
ま
れ
る
。
も
っ
と
も
、

星
野
氏
の
関
心
は
、
都
市
の
社
会
構
造
で
は
な
く
、
毛
織
物
生
産
の
様
態
と

原
毛
や
製
品
の
国
際
的
流
通
に
あ
り
、
本
書
が
評
価
さ
れ
た
の
も
ま
さ
に
、

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
市
内
に
視
点
を
定
め
ず
国
際
的
連
関
の
中
に
置
い
て
同
工
業

を
捉
え
た
こ
と
に
あ
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
批
判
は
、
あ
る
い
は
不
当
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
著
者
が
、
毛
織
物
の
大
量
生
産
は
も
は
や
一
四
世
紀
前
半

に
置
い
て
当
て
は
ま
ら
な
い
と
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
近
世
を
通
じ
て

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
を
「
毛
織
物
工
業
都
市
」
と
性
格
付
け
、
そ
こ
に
同
工
業
の

研
究
意
義
を
見
い
だ
す
の
で
あ
れ
ば
、
同
工
業
が
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
置
い
て

占
め
る
位
置
、
同
工
業
に
携
わ
る
人
々
の
範
囲
や
社
会
階
層
と
そ
れ
ら
の
人

々
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
、
多
少
な
り
と
も
御
自
身
の
見
解
を
表
明
し
て
い

た
だ
き
た
か
っ
た
。

　
ま
た
、
こ
の
問
題
は
、
星
野
氏
が
本
書
の
数
ヵ
所
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
工

業
化
し
「
工
業
都
市
」
と
い
う
言
葉
の
使
用
と
も
関
係
し
て
い
る
。
と
い
う

の
は
、
例
え
ば
、
著
者
は
、
中
世
後
期
に
お
け
る
毛
織
物
製
造
業
の
質
的
向

上
と
普
及
を
「
イ
タ
リ
ア
の
工
業
化
ぎ
α
信
無
ほ
巴
ド
N
ゆ
旦
o
u
Φ
一
什
堅
雪
奉
」

と
言
い
（
八
一
頁
等
）
、
　
＝
一
一
世
紀
後
半
に
毛
織
物
を
生
産
し
て
い
た
ロ
ン

バ
ル
デ
ィ
ア
の
自
治
都
市
を
「
工
業
都
市
。
§
帥
冒
α
q
簿
巳
巴
こ
と
呼
ん
で

い
る
（
一
九
頁
等
）
が
、
こ
れ
ら
は
、
単
に
「
毛
織
物
業
の
質
的
向
上
と
普

及
」
、
「
（
自
治
）
都
市
」
と
記
述
し
て
も
意
は
尽
く
せ
た
の
で
は
な
い
か
、
と

思
う
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
評
者
が
こ
の
よ
う
な
細
か
い
言
葉
の
使
用
に

気
を
留
め
る
の
は
、
昨
今
の
歴
史
学
で
は
一
般
に
、
「
工
業
化
」
と
い
え
ば

産
業
革
命
な
い
し
一
八
世
紀
以
降
に
み
ら
れ
る
本
格
的
な
工
場
制
工
業
化
を

指
す
こ
と
が
多
い
と
い
う
理
由
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
こ
こ
で
、
著
者
が
わ

ざ
わ
ざ
（
或
い
は
意
識
せ
ず
し
て
）
「
工
業
化
」
「
工
業
都
市
」
と
い
う
門
葉

を
使
用
し
た
と
こ
ろ
に
、
毛
織
物
業
に
最
初
の
資
本
主
義
の
萌
芽
を
認
め
る
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評書

経
済
史
の
立
場
の
反
映
、
特
に
中
世
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
毛
織
物
製
造
業
を
、

技
術
革
新
後
の
工
場
制
工
業
と
質
的
に
は
殆
ど
変
わ
ら
な
い
も
の
と
す
る
よ

う
な
姿
勢
の
反
映
を
見
る
気
が
す
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
著
者
は
実
証

レ
ヴ
ェ
ル
で
は
一
四
世
紀
前
半
の
毛
織
物
大
量
生
産
の
神
話
を
否
定
し
タ
イ

ト
ル
で
も
．
㊤
詳
Φ
”
を
用
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
潜
在
的
イ
メ
ー
ジ
と
し

て
は
、
中
世
の
毛
織
物
業
は
近
代
の
そ
れ
と
質
的
に
異
な
ら
な
い
「
大
工
業
」

で
あ
っ
た
と
い
う
見
解
か
ら
抜
け
切
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
結

果
、
先
に
述
べ
た
都
市
社
会
に
お
け
る
同
工
業
の
明
確
な
位
置
づ
け
の
欠
如

も
手
伝
っ
て
、
数
々
の
実
証
デ
ー
タ
が
示
す
当
時
の
毛
織
物
業
の
実
体
と
「
工

業
化
」
や
「
工
業
都
市
」
と
い
う
言
葉
が
醸
し
出
す
イ
メ
ー
ジ
と
が
舗
旛
を

来
し
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
こ
れ
は
、
素
人

の
妄
言
に
す
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。
が
、
中
世
イ
タ
リ
ア
都
市
の
社
会
構
造
に

む
し
ろ
関
心
が
あ
る
者
と
し
て
は
、
や
は
り
こ
の
点
に
関
す
る
星
野
氏
の
意

見
を
読
み
、
教
え
を
乞
う
機
会
を
失
っ
た
こ
と
が
惜
し
ま
れ
る
。

　
最
後
に
、
本
書
の
構
成
に
つ
い
て
原
著
・
訳
書
の
双
方
に
一
言
述
べ
た
い
。

実
は
本
書
は
、
各
節
は
非
常
に
よ
く
ま
と
ま
り
論
点
も
考
察
内
容
も
理
解
し

や
す
い
の
だ
が
、
節
と
節
、
章
と
章
の
相
互
連
関
が
若
干
見
え
に
く
い
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
勲
章
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
論
文
に
基
づ
い
て
い
る
た
め
、

ま
た
、
史
料
の
残
存
状
況
か
ら
、
ひ
と
つ
の
事
象
を
証
明
す
る
の
に
、
様
々

な
史
料
を
用
い
て
複
数
の
角
度
か
ら
論
じ
、
と
き
に
は
推
論
を
重
ね
る
と
い

う
作
業
を
行
な
わ
ね
ば
な
ら
な
い
た
め
、
あ
る
程
度
仕
方
な
い
面
は
あ
ろ
う
。

が
、
読
者
と
し
て
は
、
も
う
少
し
各
節
、
誤
認
の
本
書
全
体
に
対
す
る
位
置

付
け
が
わ
か
り
や
す
い
よ
う
な
形
で
記
述
さ
れ
て
い
た
方
が
有
り
難
か
っ
た
。

ま
た
、
全
体
を
ま
と
め
る
結
論
部
が
な
い
た
め
、
読
後
に
本
書
全
体
の
見
取

り
図
が
描
き
に
く
い
の
も
事
実
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
は
、
論
文
や
薯

書
の
最
後
に
は
全
体
の
ま
と
め
を
す
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
が
わ
が
国
で
は
主

流
な
た
め
で
あ
り
、
実
証
を
旨
と
す
る
よ
う
な
本
書
で
は
、
イ
タ
リ
ア
で
は

反
っ
て
結
論
な
ど
な
い
方
が
自
然
な
の
か
も
し
れ
な
い
（
イ
タ
リ
ア
の
実
証

論
文
で
は
、
し
ば
し
ぼ
結
論
の
な
い
も
の
も
見
か
け
る
の
が
実
状
で
あ
る
）
。

た
だ
、
も
し
そ
う
だ
と
し
て
も
、
日
本
で
新
た
に
出
版
す
る
に
あ
た
り
、
齊

藤
氏
が
以
前
の
書
評
を
利
用
す
る
な
ど
し
て
、
「
結
」
に
あ
た
る
部
分
を
補

わ
れ
て
も
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
だ
が
、
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。

　
以
上
、
大
雑
把
な
話
・
勝
手
な
感
想
ば
か
り
書
き
連
ね
た
形
に
な
り
、
書

評
の
責
を
果
た
し
得
た
か
ど
う
か
心
許
な
い
。
評
者
は
イ
タ
リ
ア
中
世
史
を

専
聾
す
る
と
は
い
え
内
容
に
関
し
て
は
全
く
の
素
人
で
あ
る
た
め
、
史
料
や

そ
れ
に
つ
い
て
の
著
者
の
解
釈
、
北
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
地
中
海
の
経
済
情
勢

に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
は
差
し
控
え
さ
せ
て
頂
い
た
。
誤
読
・
誤
解
の
段
に
つ

い
て
は
専
門
家
諸
氏
の
御
海
容
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。
ま
た
、
齊
藤
氏
に
は
、

訳
書
出
版
の
御
苦
労
や
困
難
さ
も
顧
慮
せ
ず
勝
手
な
注
文
を
つ
け
た
こ
と
を
、

お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。
実
際
、
齊
藤
氏
は
、
専
門
的
な
言
葉
に
は
本
文
中

に
注
を
つ
け
、
イ
タ
リ
ア
人
に
し
か
通
じ
な
い
よ
う
な
修
辞
法
表
現
は
分
か

り
や
す
く
言
い
換
え
る
な
ど
、
か
な
り
の
配
慮
を
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

文
章
も
平
易
で
、
「
本
質
を
よ
り
多
く
の
人
に
と
っ
て
わ
か
り
や
す
い
も
の

に
す
る
」
と
い
う
訳
者
の
意
図
は
十
分
達
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
最

後
に
、
今
は
亡
き
星
野
氏
に
心
か
ら
の
敬
意
と
追
悼
の
念
を
表
し
て
筆
を
お

く
。

①
　
「
一
九
八
○
年
の
回
顧
と
展
望
」
『
史
学
雑
誌
』
九
〇
1
五
、
　
…
九
八
一
年
目

　
八
六
「
一
入
六
二
頁
。

②
齊
藤
寛
海
「
慰
評
、
星
野
秀
利
著
卜
．
ミ
鳶
§
、
ミ
、
§
亀
帖
趨
肉
“
｝
§
脚
硬
こ
ミ
貯
毯
。

　
§
ミ
ε
竃
．
鳶
ミ
§
ミ
§
噛
。
園
ミ
黛
ミ
§
こ
こ
§
ξ
ミ
。
譜
篤
憶
§
N
ミ
、
ミ
ミ
ミ
ミ
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題
ミ
款
×
謡
㍗
×
さ
『
信
州
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
四
七
号
、
一
九
八
二
年
、
二

　
七
七
一
二
八
六
頁
、
　
『
社
会
経
済
史
学
』
四
八
－
六
、
一
九
八
三
年
、
六
九
六
－

　
六
九
九
頁
。
ま
た
智
ミ
｝
§
N
織
』
誉
§
§
ミ
無
。
電
0
⑨
お
。
。
。
。
・
℃
燭
・
誤
O
I
課
・

　
で
も
、
星
野
氏
の
他
の
著
作
と
共
に
轡
評
さ
れ
て
い
る
。
尚
、
近
年
齊
藤
氏
が
翻

　
訳
・
解
題
さ
れ
た
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
大
学
経
済
学
部
教
授
ブ
ル
ー
ノ
・
デ
ィ
ー
二

　
氏
に
よ
る
追
想
論
文
『
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
毛
織
物
工
業
史
家
、
星
野
秀
利
』
（
信
州

　
大
学
教
育
学
部
紀
要
、
第
八
六
号
、
　
一
九
九
五
年
）
も
本
書
の
轡
評
と
な
っ
て
い

　
る
。

③
　
ド
ー
レ
ン
及
び
、
毛
織
物
工
業
の
資
本
主
義
的
性
格
を
め
ぐ
る
論
争
に
つ
い
て

　
は
、
森
田
鉄
郎
著
『
ル
ネ
サ
ン
ス
期
イ
タ
リ
ア
社
会
』
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六

　
七
年
、
一
三
九
－
二
〇
六
頁
、
同
「
中
世
イ
タ
リ
ア
都
市
の
繁
栄
の
性
格
ー
フ

　
ィ
レ
ン
ツ
ェ
毛
織
物
工
業
を
中
心
と
し
て
i
」
　
『
中
世
イ
タ
リ
ア
の
経
済
と
社

　
会
』
、
山
川
出
版
社
、
一
九
八
七
年
、
二
〇
三
－
二
五
三
頁
。

④
　
星
野
秀
利
「
中
世
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
毛
織
…
物
工
業
の
歴
史
的
性
格
1
…
チ
ョ
ソ
ピ

　
一
揆
研
究
の
た
め
の
一
試
論
i
」
（
上
）
、
『
社
会
経
済
史
学
』
一
＝
一
五
・
六
、

　
…
九
五
五
年
、
一
〇
七
－
一
二
七
頁
、
「
剛
」
（
下
）
、
『
社
会
経
済
史
学
』
ニ
ニ
ー

　
一
、
　
一
九
五
六
年
、
　
二
七
一
三
四
百
ハ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
A
五
判
　
一
一
＋
四
〇
二
頁
　
一
九
九
五
年
一
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
古
屋
大
学
出
版
会
　
一
〇
三
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
助
手
　
相
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